
(57)【要約】
【課題】マット植物を用いた緑化施工方法において、簡易化・省力化が可能なマット植物
用培地及び粒状培地の提供、更にこれらを用いた緑化施工方法の提供。
【解決手段】培地の最大容水量が１００～５００％となるように、緩効性肥料と保水材を
含有させて培地または粒状培地とし、該培地もしくは該粒状培地で育成したマット植物を
用いて緑化施工する。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
緩 効 性 肥 料 と 保 水 材 を 含 有 し た 培 地 で あ っ て 、 培 地 の 最 大 容 水 量 が １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ％ で あ
る マ ッ ト 植 物 用 培 地 。
【 請 求 項 ２ 】
緩 効 性 肥 料 が 、 化 学 的 に 溶 解 度 が 緩 効 性 で あ る 化 学 合 成 緩 効 性 窒 素 肥 料 、 ク 溶 性 り ん 酸 肥
料 及 び ク 溶 性 加 里 肥 料 よ り 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 の 肥 料 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た マ
ッ ト 植 物 用 培 地 。
【 請 求 項 ３ 】
培 地 の 電 気 伝 導 度 が ０ ． １ ～ ２ ． ０ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 若 し く は
２ に 記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 。
【 請 求 項 ４ 】
保 水 材 が 、 植 物 性 繊 維 材 料 、 天 然 高 分 子 及 び そ の 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 ば れ た 少 な く と
も １ 種 を 含 有 す る 保 水 材 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地
。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 を 粒 状 一 体 化 し た マ ッ ト 植 物 用
粒 状 培 地 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た マ
ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 を 用 い た 緑 化 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 マ ッ ト 植 物 を 育 成 す る た め の 培 地 若 し く は 粒 状 培 地 及 び こ れ ら を 用 い た 緑 化 施
工 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
地 面 を 覆 い 尽 く す よ う な 緑 化 に 用 い ら れ る 植 物 を 「 グ ラ ン ド カ バ ー プ ラ ン ツ （ Ｇ ｒ ｏ ｕ ｎ
ｄ 　 Ｃ ｏ ｖ ｅ ｒ 　 Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ 　 以 下 Ｇ Ｃ Ｐ ） 」 と 称 し 、 タ マ リ ュ ウ や フ ッ キ ソ ウ な ど が
代 表 的 な Ｇ Ｃ Ｐ で あ る 。 こ れ ら は 、 従 来 ポ ッ ト 苗 で 流 通 し て お り 、 定 植 す る 際 は 穴 を 掘 っ
て 一 定 の 間 隔 を 空 け て 定 植 し て い た た め 、 手 間 が か か り 、 植 物 が 育 つ ま で 見 栄 え が し な く
、 ま た 、 隙 間 に 雑 草 が 生 え 管 理 が 大 変 と な る 等 と い っ た 問 題 が あ っ た 。
そ こ で 考 え 出 さ れ た の が 、 マ ッ ト 植 物 を 利 用 す る 植 栽 方 法 で あ り 、 マ ッ ト 植 物 と は 、 薄 い
容 器 の 中 で 植 物 を 育 成 し 、 相 互 の 根 が 絡 み 合 っ た １ 枚 の シ ー ト 状 に し た 植 物 で あ り 、 こ れ
を 緑 化 し た い 場 所 へ 敷 き 詰 め る こ と に よ っ て 緑 化 が 完 成 す る 。 現 在 、 マ ッ ト 化 可 能 な 植 物
と し て は 、 シ モ ツ ケ 、 コ ト ネ ス タ ー 、 タ イ ム な ど ２ ０ 種 以 上 の 植 物 が マ ッ ト 化 可 能 と さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 マ ッ ト 植 物 の 育 成 に 用 い ら れ る 培 土 の 一 例 と し て は 、 赤 土 ： ピ ー ト モ ス ： 粉 状 パ ー
ラ イ ト ＝ ２ ： １ ： １ の 混 合 土 が 用 い ら れ 、 薄 い 容 器 （ 例 え ば 、 ２ ５ ｃ ｍ × ２ ５ ｃ ｍ × ４ ｃ
ｍ の ２ 連 の プ ラ ス チ ッ ク ト レ イ ） に 培 土 を 満 た し 、 直 接 挿 し 木 す る か 、 セ ル 成 型 ト レ イ 等
で 予 め 繁 殖 し た 発 根 苗 あ る い は 株 分 け 株 を 定 植 し て い る 。 植 物 の 種 類 に よ っ て マ ッ ト 化 に
要 す る ス ピ ー ド が 異 な り 、 草 本 類 は １ 、 ２ ヶ 月 ～ 半 年 、 木 本 類 は １ ～ ２ 年 程 度 を 必 要 で あ
っ た 。
こ れ ら の マ ッ ト 植 物 を 用 い た 簡 易 屋 上 緑 化 工 法 の 一 例 と し て 、
施 工 場 所 に 遮 水 シ ー ト を 敷 設 す る 。
泥 の 流 出 を 抑 え 排 水 を 効 率 的 に 行 う た め に 、 遮 水 シ ー ト 上 に 化 学 繊 維 シ ー ト （ ニ ー ド ル パ
ン チ 等 の 不 織 布 ） を 敷 設 す る 。
レ ン ガ ボ ー ド 、 ブ ロ ッ ク 等 で 枠 取 り す る 。
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防 根 シ ー ト を 枠 内 部 に 敷 き 詰 め る 。
水 分 調 節 基 盤 材 を 数 ｃ ｍ 敷 き 詰 め る 。
基 肥 と し て 緩 効 性 化 成 肥 料 を 施 用 す る 。
マ ッ ト 植 物 を 置 き 、 軽 く 転 圧 す る 。
灌 水 装 置 （ タ イ マ ー 、 電 磁 弁 、 水 中 ポ ン プ 、 散 水 器 具 等 ） を 設 置 す る 。
が 考 案 さ れ て い た （ 以 上 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 及 び ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ５ ０ － ０ １ ３ １ ６ ３
【 特 許 文 献 ２ 】
特 公 昭 ６ ３ － ０ ６ ３ ６ ８ ９
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ０ ５ － ３ ０ ４ ８ ４ １
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 ０ ７ － ０ １ ６ ０ ２ ２
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 平 １ １ － １ ６ ８ ９ ８ ７
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 マ ッ ト 植 物 用 の 培 土 と し て は 、 従 来 の 鉢 や プ ラ ン タ ー 等 の 深 底 容 器 に 用 い
ら れ る よ う な 培 土 で は 吸 水 保 水 能 力 が 低 く 、 育 成 に 必 要 な 水 分 保 持 が で き な い た め 、 灌 水
回 数 を 増 や す な ど の 対 応 が 必 要 で あ っ た 。
更 に 、 マ ッ ト 植 物 を 用 い た 簡 易 屋 上 緑 化 工 法 に お い て 、 水 分 調 節 基 盤 材 を 敷 き 詰 め る （ 一
部 省 略 可 ） 手 間 や 基 肥 と し て 緩 効 性 化 成 肥 料 を 施 用 す る 手 間 が か か り 、 マ ッ ト 植 物 単 独 の
設 置 で 緑 化 が 完 了 す る わ け で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 前 述 の 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 鋭 意 検 討 を 重 ね た 。 そ の 結 果 、 緩 効 性 肥 料
と 保 水 材 を 含 有 し た 培 地 に お い て 、 培 地 の 最 大 容 水 量 が １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ％ で あ る マ ッ ト 植
物 用 培 地 を 用 い て 育 成 し た マ ッ ト 植 物 を 簡 易 屋 上 緑 化 工 法 に 用 い た 場 合 に は 、 水 分 調 節 基
盤 材 の 使 用 及 び 緩 効 性 化 成 肥 料 の 施 用 の 省 略 が 可 能 で あ り 、 マ ッ ト 植 物 単 独 設 置 に よ る 緑
化 が 可 能 で あ る こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 以 下 の （ １ ） ～ （ ６ ） の 構 成 か ら な る 。
（ １ ） 　 緩 効 性 肥 料 と 保 水 材 を 含 有 し た 培 地 で あ っ て 、 培 地 の 最 大 容 水 量 が １ ０ ０ ～ ５ ０
０ ％ で あ る マ ッ ト 植 物 用 培 地 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ２ ） 　 緩 効 性 肥 料 が 、 化 学 的 に 溶 解 度 が 緩 効 性 で あ る 化 学 合 成 緩 効 性 窒 素 肥 料 、 ク 溶 性
り ん 酸 肥 料 及 び ク 溶 性 加 里 肥 料 よ り 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 の 肥 料 で あ る （ １ ） 項 に 記 載
さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ３ ） 　 培 地 の 電 気 伝 導 度 （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｉ ｖ ｉ ｔ ｙ 、 以 下 Ｅ
Ｃ ） が ０ ． １ ～ ２ ． ０ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 項 若 し く は （ ２ ） 項 に 記
載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ４ ） 　 保 水 材 が 、 植 物 性 繊 維 材 料 、 天 然 高 分 子 及 び そ の 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 ば れ た
少 な く と も １ 種 を 含 有 す る 保 水 材 で あ る （ １ ） ～ （ ３ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た マ ッ ト
植 物 用 培 地 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ５ ） 　 （ １ ） ～ （ ４ ） 項 の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 を 粒 状 一 体 化 し た
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マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ６ ） 　 （ １ ） ～ （ ４ ） 項 の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は （ ５ ） 項 に
記 載 さ れ た マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 を 用 い た 緑 化 施 工 方 法 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 及 び 粒 状 培 地 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 に 用 い ら れ る 緩 効 性 肥 料 と し て 、 物 理 的 に 溶 出 速 度 を 調 整 し た 緩 効 性 肥 料 （ 即 ち 緩
効 性 被 覆 肥 料 ） や 化 学 的 に 溶 解 度 が 緩 効 性 で あ る 緩 効 性 肥 料 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
物 理 的 に 溶 出 速 度 を 調 整 し た 緩 効 性 肥 料 と し て は 、 窒 素 質 肥 料 を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 ま
た は 硫 黄 そ の 他 の 被 覆 原 料 で 被 覆 し た 被 覆 窒 素 肥 料 、 カ リ 質 肥 料 を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂
ま た は 硫 黄 そ の 他 の 被 覆 原 料 で 被 覆 し た 被 覆 カ リ 肥 料 、 及 び 化 成 肥 料 ま た は 液 状 複 合 肥 料
を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 ま た は 硫 黄 そ の 他 の 被 覆 原 料 で 被 覆 複 合 肥 料 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 化 学 的 に 溶 解 度 が 緩 効 性 で あ る 緩 効 性 肥 料 と し て は 、 化 学 合 成 緩 効 性 窒 素 肥 料 、 ク
溶 性 り ん 酸 肥 料 及 び ク 溶 性 加 里 肥 料 等 が あ り 、 例 え ば 、 化 学 合 成 緩 効 性 窒 素 肥 料 と し て は
、 イ ソ ブ チ ル ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 （ Ｉ Ｂ Ｄ Ｕ ） 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 （ Ｃ Ｄ Ｕ ま た
は Ｏ Ｍ Ｕ ） 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 加 工 尿 素 肥 料 、 硫 酸 グ ア ニ ル 尿 素 及 び オ キ サ ミ ド 等 が 挙 げ
ら れ 、 ク 溶 性 リ ン 酸 肥 料 と し て は 、 り ん 鉱 石 （ 微 粉 末 ） 、 焼 成 り ん 肥 、 熔 成 り ん 肥 、 沈 澱
り ん 酸 石 灰 、 苦 土 過 石 （ 蛇 紋 過 石 ） 、 フ ッ 素 ア パ タ イ ト 及 び ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 等 が 挙
げ ら れ 、 ク 溶 性 加 里 肥 料 と し て は 、 塩 基 性 の カ リ ウ ム ま た は マ グ ネ シ ウ ム 含 有 化 合 物 及 び
微 粉 炭 燃 焼 灰 を 混 合 し て 焼 成 し た 珪 酸 加 里 肥 料 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 何 れ の 緩 効 性 肥 料 も 培 地 に 含 有 さ せ る こ と は 可 能 で あ る が 、 特 に 粒 状 一 体 化 し た 粒 状
培 地 に 含 有 さ せ る 場 合 は 、 造 粒 時 に 被 覆 膜 が 破 壊 さ れ 、 所 定 の 機 能 を 果 た せ な く な る 点 か
ら 、 物 理 的 に 溶 出 速 度 を 調 整 し た 緩 効 性 被 覆 肥 料 で は な く 、 化 学 的 に 溶 解 度 が 緩 効 性 で あ
る 緩 効 性 肥 料 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
保 水 材 と し て は 、 マ ッ ト 植 物 が 育 成 す る の に 十 分 な 水 分 を 保 持 し 得 る も の で あ れ ば 何 れ の
材 料 で あ っ て も 使 用 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 軽 量 か つ 保 水 性 に 優 れ る 植 物 性 繊 維
材 料 や 、 天 然 高 分 子 及 び そ の 誘 導 体 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
植 物 性 繊 維 材 料 と し て は 、 ピ ー ト モ ス や ヤ シ ガ ラ （ ヤ シ の 果 皮 か ら 外 果 皮 及 び 内 果 皮 を 除
去 し 取 り 出 さ れ た 中 果 皮 か ら 更 に 剛 長 繊 維 及 び 中 短 繊 維 を 取 り 出 し た 残 滓 物 ＝ コ イ ア ダ ス
ト 等 ） 、 樹 皮 、 木 材 パ ル プ 、 も み 殻 、 大 鋸 屑 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
天 然 高 分 子 及 び そ の 誘 導 体 と し て は 、 澱 粉 や カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 等 の 天 然 高 分 子
及 び そ の 誘 導 体 等 の 天 然 資 材 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら は 、 吸 水 特 性 に 優 れ 、 ま た 、 造 粒 時 の 結
合 材 と し て の 働 き も あ る た め 本 発 明 に 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 必 要 に 応 じ て 本 発 明 の 効 果 を 妨 げ な い 範 囲 で 保 水 材 と し て 土 壌 を 用 い て も よ く 、 か
か る 土 壌 と し て は 、 沖 積 土 、 洪 積 土 、 火 山 性 土 、 及 び 腐 植 土 等 の 天 然 の 土 壌 を 挙 げ る こ と
が で き る 。 ま た 、 こ れ ら を 熱 等 に よ り 殺 菌 し た 乾 燥 殺 菌 土 を 用 い て も よ い 。 こ の よ う な 殺
菌 土 と し て は 、 赤 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 赤 土 系 殺 菌 土 ） や 黒 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製
、 黒 土 系 殺 菌 土 ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 は 、 緩 効 性 肥 料 と 保 水 材 を 必 須 成 分 と す る が 、
本 発 明 の 効 果 を 妨 げ な い 範 囲 で あ れ ば 、 そ れ ら 必 須 成 分 以 外 の 成 分 も 添 加 す る こ と が 可 能
で あ る 。 そ の 必 須 成 分 以 外 の 成 分 と し て 、 例 え ば 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト （ 焼 成 バ ー ミ キ ュ ラ
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イ ト ） 、 パ ー ラ イ ト 、 ゼ オ ラ イ ト 、 ロ ッ ク ウ ー ル 等 の 鉱 物 、 製 紙 工 場 の ソ ー ダ パ ル プ 製 造
の 廃 棄 物 か ら 造 ら れ る 黒 灰 、 籾 殻 、 ヤ シ ガ ラ の 内 果 皮 （ 内 殻 ） か ら 造 ら れ る 活 性 炭 、 木 材
屑 か ら 造 ら れ た 活 性 炭 等 の 炭 化 物 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 農 薬 活 性 成 分 を 添 加 し て も よ く 、 該 農 薬 成 分 と し て は 、 殺 虫 剤 、 殺 菌 剤 、 除 草 剤 、
抗 ウ ィ ル ス 剤 、 及 び 作 物 生 長 調 整 剤 、 殺 ダ ニ 剤 及 び 殺 線 虫 剤 等 が 挙 げ ら れ 、 そ の 性 状 は 、
固 体 ま た は 液 体 の い ず れ で あ っ て も 本 発 明 に 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 培 地 ま た は 粒 状 培 地 の 最 大 容 水 量 は １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 培
地 ま た は 粒 状 培 地 の 最 大 容 水 量 が １ ０ ０ ％ 未 満 の 場 合 は 、 マ ッ ト 植 物 が 育 成 す る の に 十 分
な 保 水 力 を 得 ら れ ず 、 最 大 容 水 量 が ５ ０ ０ ％ を 超 え る こ と は 緩 効 性 肥 料 と 保 水 材 を 含 有 し
た 培 地 ま た は 粒 状 培 地 に お い て 物 理 的 に 難 し い 。 ま た 、 最 大 容 水 量 は 緩 効 性 肥 料 と 保 水 材
の 割 合 で 調 整 可 能 で あ り 、 緩 効 性 肥 料 の 培 地 中 ま た は 粒 状 培 地 中 の 含 有 率 （ 固 形 分 換 算 ）
は １ ～ ６ ０ 重 量 ％ の 範 囲 で 、 保 水 材 の 培 地 中 ま た は 粒 状 培 地 中 の 含 有 率 （ 固 形 分 換 算 ） は
４ ０ ～ ９ ９ 重 量 ％ の 範 囲 で 調 整 可 能 で あ る 。
な お 、 最 大 容 水 量 は 以 下 の 方 法 で 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 最 大 容 水 量 の 測 定 方 法 ］
（ １ ） 図 １ の ａ で 示 さ れ る 容 水 量 目 皿 （ 外 寸 ； φ ５ ６ × Ｈ １ ０ ｍ ｍ 、 容 積 ； ２ ５ ｍ ｌ 、 大
起 理 化 工 業 （ 株 ） 製 ） の 重 量 （ Ａ ） を 計 量 す る 。
（ ２ ） 上 記 容 水 量 目 皿 と 図 １ の ｂ で 示 さ れ る 容 積 重 円 筒 （ 外 寸 ； φ ５ ６ × Ｈ ４ ０ ｍ ｍ 、 容
積 ； １ ０ ０ ｍ ｌ 、 大 起 理 化 工 業 （ 株 ） 製 ） を 併 せ て 、 そ の 中 に 試 料 を す り 切 れ 一 杯 入 れ 蓋
を す る 。
（ ３ ） 山 中 式 容 積 重 測 定 器 （ 大 起 理 化 工 業 （ 株 ） 製 ） に セ ッ ト し 、 そ れ を ５ ｃ ｍ の 高 さ か
ら １ ０ 秒 間 隔 で ６ 回 落 下 さ せ る 。
（ ４ ） 蓋 と ｂ を 取 り 除 い て 、 カ ッ タ ー ナ イ フ の よ う な も の で ａ の 上 縁 に 沿 っ て 余 分 な 試 料
を す り 切 る 。
（ ５ ） 深 め の パ ッ ト に 水 深 ２ ｍ ｍ 程 度 ま で 水 を 入 れ る 。
（ ６ ） 水 を 入 れ た パ ッ ト に ａ を 静 か に 入 れ る 。
（ ７ ） 試 料 の 上 面 が 水 で 潤 っ た ら 、 さ ら に １ 時 間 放 置 す る 。 パ ッ ト の 水 位 が 下 が っ た ら 水
を 補 充 す る 。
（ ８ ） パ ッ ト か ら ａ の 容 水 量 目 皿 を 取 り 出 す 。
（ ９ ） 底 部 ・ 側 部 に 付 着 し た 水 を 軽 く ふ き 取 り 、 直 ち に 重 量 （ Ｗ ） を 計 量 す る 。
（ １ ０ ） 恒 温 乾 燥 機 に 入 れ １ ０ ５ ℃ で ２ ４ 時 間 乾 燥 し 、 重 量 （ Ｓ １ ） を 計 量 す る 。
（ １ １ ） Ｗ － Ｓ １ ＝ Ｍ 、 Ｓ １ － Ａ ＝ Ｓ よ り 、 最 大 容 水 量 （ ％ ） ＝ Ｍ ／ Ｓ ＊ １ ０ ０
を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 は 撥 水 性 防 止 効 果 や 作 業 性 の 点 か ら 粒 状 に 一 体 化 し て 粒
状 培 地 と し た 方 が よ り 好 ま し く 、 更 に 培 地 構 成 原 料 の 嵩 比 重 差 に よ る 分 級 を 解 消 す る 点 に
お い て も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 は 、 前 述 の 必 須 成 分 、 及 び 必 要 に 応 じ そ の 他 の 成 分 を 混 合
、 造 粒 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。 本 発 明 に お い て は 、 結 合 材 を 使 用 し な く て も 造 粒 可 能
な 方 法 を と れ る が 、 例 え ば 、 コ ー ン ス タ ー チ 、 小 麦 澱 粉 、 米 澱 粉 、 甘 薯 澱 粉 、 馬 鈴 薯 澱 粉
、 及 び タ ピ オ カ 澱 粉 等 の 澱 粉 類 、 ベ ン ト ナ イ ト 等 の モ ン モ リ ロ ナ イ ト 群 の 粘 土 系 鉱 物 、 二
水 石 膏 や 半 水 石 膏 （ 焼 石 膏 ） 、 ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム や 寒 天 等 の 海 藻 抽 出 物 、 ア ラ ビ ア ガ
ム や ト ラ ガ ン ト ガ ム 等 の 作 物 性 樹 脂 状 粘 着 物 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル ス タ ー チ や カ ル ボ キ シ メ
チ ル セ ル ロ － ス 等 の 天 然 高 分 子 の 誘 導 体 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル や ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ
ウ ム 等 の 合 成 高 分 子 等 、 ま た 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 尿 素
樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 、 ア ル キ ッ ド 樹 脂 、 フ ラ ン 樹 脂 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 を 結 合 材 と し て 使 用
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し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 は 、 如 何 な る 方 法 で 造 粒 さ れ た も の で あ っ て も 良 い が 、 せ
ん 断 力 及 び ／ ま た は 圧 縮 力 を 加 え る こ と が 可 能 な 方 法 に よ り 造 粒 す る こ と が 好 ま し い 。 せ
ん 断 力 及 び ／ ま た は 圧 縮 力 を 加 え る こ と が 可 能 な 方 法 で 造 粒 す れ ば 、 結 合 材 を 用 い な く て
も 、 緩 効 性 肥 料 と 保 水 材 、 更 に 必 要 に よ り 上 記 必 須 成 分 以 外 の 成 分 と を 含 有 す る 培 地 を 粒
状 化 す る こ と が 可 能 と な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 を 造 粒 す る 方 法 と し て 、 押 出 造 粒 法 、 圧 縮 造 粒 法 、 転 動 造
粒 法 、 噴 霧 乾 燥 造 粒 法 、 流 動 層 造 粒 法 、 破 砕 造 粒 法 、 攪 拌 造 粒 法 、 及 び コ ー テ ィ ン グ 造 粒
法 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 前 述 の 、 せ ん 断 力 及 び ／ ま た は 圧 縮 力 を 加 え る こ と が
可 能 な 方 法 と し て は 、 押 出 造 粒 法 と 圧 縮 ・ 粉 砕 造 粒 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
押 出 造 粒 法 の 具 体 例 と し て は 、 ス ク リ ュ ー 型 で あ る 前 押 出 式 、 横 押 出 式 、 真 空 押 出 式 及 び
前 処 理 兼 用 式 、 ロ ー ル 型 で あ る デ ィ ス ク ダ イ 式 や リ ン グ ダ イ 式 、 ブ レ ー ド 型 で あ る バ ス ケ
ッ ト 式 や オ シ レ ー テ ィ ン グ 式 、 自 己 成 形 型 で あ る ツ イ ン ダ イ ス 式 や ギ ヤ ー 式 や シ リ ン ダ ー
式 、 ラ ム 型 で あ る 連 続 式 や 断 続 式 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
圧 縮 ・ 粉 砕 造 粒 方 式 と し て 具 体 的 に は 、 タ ブ レ ッ テ ィ ン グ 法 と ロ ー ル プ レ ス 法 等 が 挙 げ ら
れ 、 双 方 と も 本 発 明 に 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 本 発 明 に お い て は 、 特 に 、 せ ん 断 力 と 圧 縮
力 の 両 方 を 同 時 に 加 え る こ と が 可 能 な ロ ー ル 型 で あ る デ ィ ス ク ダ イ 式 や リ ン グ ダ イ 式 が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 球 状 、 楕 円 球 状 、
ペ レ ッ ト 状 、 多 面 体 状 等 の い ず れ で あ っ て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 の 粒 径 は 、 最 長 部 分 で 、 ３ ～ １ ５ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し
く 、 ３ ～ ６ ｍ ｍ と す る こ と が 更 に 好 ま し い 。 上 記 範 囲 を 外 れ た 場 合 、 粒 状 培 地 と 後 述 す る
他 の 資 材 と を 併 用 す る 際 に 分 級 が 生 じ る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 の 電 気 伝 導 度 （ Ｅ Ｃ ） は 、 育 成 す る 対 象 植 物 の
種 類 に よ っ て こ と な る が 、 ０ ． １ ～ ２ ． ０ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． １ ｍ Ｓ
／ ｃ ｍ 未 満 と す る こ と は 物 理 化 学 的 に 難 し く 、 ま た 、 ２ ． ０ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ を 超 え る と マ ッ ト
植 物 の 育 成 に 障 害 を 来 た す 恐 れ が あ る 。 尚 、 Ｅ Ｃ は 以 下 の 方 法 に よ り 測 定 し た 。
培 地 に 対 し て そ の ５ 倍 に 相 当 す る 水 （ 容 量 比 ） を 添 加 し 、 ６ ０ 分 間 振 り 混 ぜ た 後 、 得 ら れ
た 懸 濁 液 を 測 定 液 と す る 。 デ ジ タ ル 式 電 気 伝 導 度 計 （ （ 株 ） 竹 村 電 機 製 作 所 製 、 Ｃ Ｍ － ５
０ Ｄ ） の 電 極 を 測 定 液 に 浸 し 、 Ｅ Ｃ 値 を 読 み 取 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 の ｐ Ｈ は 、 育 成 す る 対 象 植 物 の 種 類 に よ っ て 異
な る が 、 一 般 的 に ｐ Ｈ は ４ ～ ７ で あ る こ と が 好 ま し い 。 本 発 明 の 効 果 を 妨 げ な い 範 囲 で ｐ
Ｈ 調 整 剤 を 添 加 し て 所 定 の ｐ Ｈ に 調 整 可 能 で あ る 。 酸 性 側 へ の ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て は 酸 性 資
材 を 用 い 、 例 え ば 石 膏 、 硫 酸 第 一 鉄 、 り ん 酸 溶 液 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た ア ル カ
リ 側 へ の ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て は ア ル カ リ 資 材 を 用 い 、 例 え ば 炭 酸 カ ル シ ウ ム や 炭 酸 マ グ ネ シ
ウ ム な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の ｐ Ｈ 調 整 剤 は 何 れ も 水 溶 性 成 分 で あ り 、 前 述 の
Ｅ Ｃ を 高 め る 作 用 が あ る た め 、 使 用 に 当 た っ て は 注 意 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 で は マ ッ ト 植 物 と し て は 、 Ｇ Ｃ Ｐ と 称 さ れ る 植 物 が 用 い ら れ る が 、 特 に マ ッ ト 化 可
能 植 物 と し て 、 例 え ば 、 木 本 類 植 物 で は 、 サ ワ ラ ‘ フ ィ リ フ ェ ラ オ ー レ ア ’ ・ ‘ ゴ ー ル デ
ン モ ッ プ ’ 、 ニ オ イ ヒ バ ‘ テ デ ィ ’ ・ ‘ ラ イ ン ゴ ー ル ド ’ 、 ヌ マ ヒ ノ キ ‘ エ リ コ イ デ ス ’
、 フ ッ キ ソ ウ 、 チ ゴ ザ サ 、 カ ム ロ ザ サ 、 レ ン ギ ョ ウ 、 メ ギ 、 ヘ デ ラ 　 ヘ リ ッ ク ス Ｌ 、 ニ イ
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タ カ ビ ャ ク シ ン ‘ ブ ル ー カ ペ ッ ト ’ 、 ア メ リ カ ハ イ ビ ャ ク シ ン ‘ ウ ィ ル ト ニ ー ’ 、 ハ イ ネ
ズ ‘ ブ ル ー パ シ フ ィ ッ ク ’ 、 ツ ル マ サ キ ‘ エ メ ラ ル ド ガ イ テ ィ ’ ・ ‘ エ メ ラ ル ド ゴ ー ル ド
’ 、 ア ベ リ ア ‘ エ ド ワ ー ド ゴ ー チ ャ ’ 、 ヒ ペ リ カ ム ‘ ヒ デ コ ー ト ’ 、 ロ ニ セ ラ 　 ニ チ ダ 、
イ ヌ ツ ゲ ‘ ヒ レ リ ー ’ 、 ツ ゲ 、 コ ト ネ ア ス タ ー ‘ ホ リ ゾ ン タ リ ス ’ 、 ス モ ツ ケ ‘ ゴ ー ル ド
マ ウ ン ド ’ 、 草 本 類 植 物 で は 、 ダ イ ア ン サ ス ‘ ラ イ オ ン ロ ッ ク ’ 、 リ シ マ キ ア 　 ヌ ン ム ラ
リ ア 、 フ ェ ス ツ カ ‘ グ ラ ウ カ ’ 、 セ キ シ ョ ウ ‘ マ サ ム ネ ’ 、 ヘ リ ク リ サ ム 　 イ タ リ ク ム 、
プ ラ テ ィ ア ‘ ブ ル ー ス タ ー ’ 、 メ キ シ コ マ ン ネ ン グ サ 、 ツ ル マ ン ネ ン グ サ 、 エ リ ゲ ロ ン 　
カ ル ビ ン ス キ ア ヌ ス 、 ジ ン ジ ャ ー ミ ン ト 、 タ マ リ ュ ウ 、 リ ュ ウ ノ ヒ ゲ 、 ヤ ブ ラ ン 、 ポ テ ン
テ ィ ラ 　 ベ ル ナ 、 ヒ メ イ ワ ダ レ ソ ウ 、 イ ワ ダ レ ソ ウ 、 イ ソ ギ ク 、 フ イ リ ヨ モ ギ 、 デ ィ カ ン
ド ラ 、 コ ウ ラ イ シ バ 、 ノ シ バ が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 の 緑 化 施 工 方 法 は 、 本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 を 用 い る 緑 化 施 工 方
法 で あ る 。
本 発 明 の 緑 化 施 工 方 法 に よ る と 、 マ ッ ト 植 物 の 根 が マ ッ ト 形 成 し た 内 部 に 、 本 発 明 の マ ッ
ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 を 保 持 し た 状 態 で 緑 化 施 工 で き る 。 す な わ ち 、 マ ッ ト 植 物 自
体 が 植 物 の 育 成 に 必 要 な 肥 料 成 分 を 抱 え 持 ち 、 吸 水 保 水 特 性 も 兼 ね 備 え て い る こ と か ら 、
マ ッ ト 植 物 単 独 設 置 に よ る 緑 化 が 可 能 と な る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 前 述 し た 簡 易 屋 上 緑
化 工 法 に お い て 、 本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 を 用 い て 育 成 し た マ ッ ト 植 物
を 用 い た 場 合 、 設 置 施 工 場 所 に お け る 水 分 調 節 基 盤 材 の 使 用 及 び 緩 効 性 化 成 肥 料 の 施 用 の
省 略 が 可 能 で あ り 、 マ ッ ト 植 物 単 独 設 置 に よ る 緑 化 が 可 能 で あ る 。
以 下 、 実 施 例 、 比 較 例 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に 限 定
さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 １ 、 ２ （ 培 地 Ａ 、 粒 状 培 地 Ａ ）
Ｃ Ｄ Ｕ （ ア セ ト ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （ 株 ） 製 ） １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ６ ．
０ ６ ８ ｋ ｇ ） 、 熔 成 り ん 肥 （ 粒 度 ； ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 南 九 州 化 学 工 業 （ 株 ） 製 ） ２
０ 重 量 ％ （ 有 姿 で ３ ２ ． １ ３ ６ ｋ ｇ ） 、 珪 酸 加 里 （ 細 粒 品 、 開 発 肥 料 販 売 （ 株 ） 製 ） １ ．
５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ２ ． ４ １ ０ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率 ； ２ ０ 重 量 ％
、 粒 度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形 分 換 算 で ２ ５
重 量 ％ （ 有 姿 で ５ ０ ． ２ １ ３ ｋ ｇ ） 、 黒 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 含 有 水 分 率 ； ３ ５ 重 量
％ 、 粒 度 ； ２ ～ ４ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． ８ ５ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算 で ３ ２ 重 量 ％ （ 有 姿
で ７ ９ ． １ ０ ５ ｋ ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、
イ ン ド ネ シ ア 産 ） を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ７ ． ６ ５ ７ ｋ ｇ ） 、 硫 酸 第 一 鉄 （
（ 株 ） 鐵 原 製 　 硫 酸 第 一 鉄 ・ 四 水 塩 、 Ｆ ｅ 成 分 ； ２ ３ ． ５ ％ 以 上 ） １ ． ５ 重 量 ％ （ 有 姿 で
２ ． ４ １ ０ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ ン ク
リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ４ ５ 重 量 ％ に な る よ う
に ９ ２ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ａ を 得 た （ 実 施 例 １ ）
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 を 約 ２ ９ 重 量 ％ に な る よ う に ２ ７ Ｌ 加 水 す る 他 は 、 実 施
例 １ と 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し て 得 た 混 合 培 地 を デ ィ ス ク ダ イ 式 ロ ー ル 型 押 出 造 粒 機 （ 型 式
； Ｆ ４ ０ ／ ３ ３ － ３ ９ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 製 、 ダ イ ス ・ ノ ズ ル 径 ； φ ３ ｍ ｍ ） に て 造
粒 し 、 熱 風 温 度 １ ４ ０ ℃ の 流 動 振 動 乾 燥 機 （ 型 式 ； Ｖ Ｄ Ｆ － ６ ０ ０ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株
） 製 ） に て 粒 状 培 地 の 含 有 水 分 率 が 約 １ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 乾 燥 し た 。 乾 燥 し た 粒 状 物
を 篩 い 分 け し 、 粒 度 ２ ～ ６ ｍ ｍ の 粒 状 培 地 Ａ （ 実 施 例 ２ ） を 得 た 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大
容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 培 地 Ａ の 最 大 容 水 量 は ２ ９ ０ ％ 、 粒 状 培 地 Ａ の 最 大 容 水 量 は １
８ ４ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
実 施 例 ３ 、 ４ （ 培 地 Ｂ 、 粒 状 培 地 Ｂ ）
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Ｃ Ｄ Ｕ （ ア セ ト ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （ 株 ） 製 ） １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ５ ．
７ １ ２ ｋ ｇ ） 、 熔 成 り ん 肥 （ 粒 度 ； ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 南 九 州 化 学 工 業 （ 株 ） 製 ） １
０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ５ ． ７ １ ２ ｋ ｇ ） 、 珪 酸 加 里 （ 細 粒 品 、 開 発 肥 料 販 売 （ 株 ） 製 ） １ ．
５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ２ ． ３ ５ ７ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率 ； ２ ０ 重 量 ％
、 粒 度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形 分 換 算 で ３ ５
重 量 ％ （ 有 姿 で ６ ８ ． ７ ３ ９ ｋ ｇ ） 、 黒 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 含 有 水 分 率 ； ３ ５ 重 量
％ 、 粒 度 ； ２ ～ ４ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． ８ ５ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算 で ３ ２ ． ６ 重 量 ％ （
有 姿 で ７ ８ ． ８ ０ １ ｋ ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー
品 、 イ ン ド ネ シ ア 産 ） を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ７ ． ２ ６ ６ ｋ ｇ ） 、 硫 酸 第 一
鉄 （ （ 株 ） 鐵 原 製 　 硫 酸 第 一 鉄 ・ 四 水 塩 、 Ｆ ｅ 成 分 ； ２ ３ ． ５ ％ 以 上 ） ０ ． ９ 重 量 ％ （ 有
姿 で １ ． ４ １ ４ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ
ン ク リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ５ ０ 重 量 ％ に な る
よ う に １ １ ４ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｂ を 得 た （ 実 施
例 ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 を 約 ３ １ 重 量 ％ に な る よ う に ２ ８ Ｌ 加 水 す る 他 は 、 実 施
例 ３ と 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し て 得 た 混 合 培 地 を デ ィ ス ク ダ イ 式 ロ ー ル 型 押 出 造 粒 機 （ 型 式
； Ｆ ４ ０ ／ ３ ３ － ３ ９ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 製 、 ダ イ ス ・ ノ ズ ル 径 ； φ ３ ｍ ｍ ） に て 造
粒 し 、 熱 風 温 度 １ ４ ０ ℃ の 流 動 振 動 乾 燥 機 （ 型 式 ； Ｖ Ｄ Ｆ － ６ ０ ０ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株
） 製 ） に て 粒 状 培 地 の 含 有 水 分 率 が 約 １ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 乾 燥 し た 。 乾 燥 し た 粒 状 物
を 篩 い 分 け し 、 粒 度 ２ ～ ６ ｍ ｍ の 粒 状 培 地 Ｂ （ 実 施 例 ４ ） を 得 た 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大
容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 培 地 Ｂ の 最 大 容 水 量 は ３ ８ ５ ％ 、 粒 状 培 地 Ｂ の 最 大 容 水 量 は ２
９ ３ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
実 施 例 ５ 、 ６ （ 培 地 Ｃ 、 粒 状 培 地 Ｃ ）
Ｃ Ｄ Ｕ （ ア セ ト ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （ 株 ） 製 ） １ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ． ５ ２
２ ｋ ｇ ） 、 熔 成 り ん 肥 （ 粒 度 ； ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 南 九 州 化 学 工 業 （ 株 ） 製 ） １ ０ 重
量 ％ （ 有 姿 で １ ５ ． ２ ２ １ ｋ ｇ ） 、 珪 酸 加 里 （ 細 粒 品 、 開 発 肥 料 販 売 （ 株 ） 製 ） ０ ． ３ 重
量 ％ （ 有 姿 で ０ ． ４ ５ ７ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率 ； ２ ０ 重 量 ％ 、 粒
度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形 分 換 算 で ４ ０ 重 量
％ （ 有 姿 で ７ ６ ． １ ０ ５ ｋ ｇ ） 、 黒 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 含 有 水 分 率 ； ３ ５ 重 量 ％ 、
粒 度 ； ２ ～ ４ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． ８ ５ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算 で ３ ７ ． ９ 重 量 ％ （ 有 姿
で ８ ８ ． ７ ５ １ ｋ ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、
イ ン ド ネ シ ア 産 ） を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ６ ． ７ ２ ６ ｋ ｇ ） 、 硫 酸 第 一 鉄 （
（ 株 ） 鐵 原 製 　 硫 酸 第 一 鉄 ・ 四 水 塩 、 Ｆ ｅ 成 分 ； ２ ３ ． ５ ％ 以 上 ） ０ ． ８ 重 量 ％ （ 有 姿 で
１ ． ２ １ ８ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ ン ク
リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ５ ０ 重 量 ％ に な る よ う
に １ ０ ０ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｃ を 得 た （ 実 施 例 ５
） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 を 約 ３ ３ 重 量 ％ に な る よ う に ２ ６ Ｌ 加 水 す る 他 は 、 実 施
例 ５ と 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し て 得 た 混 合 培 地 を デ ィ ス ク ダ イ 式 ロ ー ル 型 押 出 造 粒 機 （ 型 式
； Ｆ ４ ０ ／ ３ ３ － ３ ９ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 製 、 ダ イ ス ・ ノ ズ ル 径 ； φ ３ ｍ ｍ ） に て 造
粒 し 、 熱 風 温 度 １ ４ ０ ℃ の 流 動 振 動 乾 燥 機 （ 型 式 ； Ｖ Ｄ Ｆ － ６ ０ ０ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株
） 製 ） に て 粒 状 培 地 の 含 有 水 分 率 が 約 １ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 乾 燥 し た 。 乾 燥 し た 粒 状 物
を 篩 い 分 け し 、 粒 度 ２ ～ ６ ｍ ｍ の 粒 状 培 地 Ｃ （ 実 施 例 ６ ） を 得 た 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大
容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 培 地 Ｃ の 最 大 容 水 量 は ４ ８ ９ ％ 、 粒 状 培 地 Ｃ の 最 大 容 水 量 は ３
６ １ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
実 施 例 ７ 、 ８ （ 培 地 Ｄ 、 粒 状 培 地 Ｄ ）
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Ｃ Ｄ Ｕ （ ア セ ト ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （ 株 ） 製 ） １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ７ ．
１ ９ ５ ｋ ｇ ） 、 熔 成 り ん 肥 （ 粒 度 ； ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 南 九 州 化 学 工 業 （ 株 ） 製 ） ４
０ 重 量 ％ （ 有 姿 で ６ ８ ． ７ ７ ８ ｋ ｇ ） 、 珪 酸 加 里 （ 細 粒 品 、 開 発 肥 料 販 売 （ 株 ） 製 ） １ ．
５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ２ ． ５ ７ ９ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率 ； ２ ０ 重 量 ％
、 粒 度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形 分 換 算 で １ ５
重 量 ％ （ 有 姿 で ３ ２ ． ２ ４ ０ ｋ ｇ ） 、 黒 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 含 有 水 分 率 ； ３ ５ 重 量
％ 、 粒 度 ； ２ ～ ４ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． ８ ５ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算 で ２ １ ． ５ 重 量 ％ （
有 姿 で ５ ６ ． ８ ７ ４ ｋ ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー
品 、 イ ン ド ネ シ ア 産 ） を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ８ ． ８ ９ ５ ｋ ｇ ） 、 硫 酸 第 一
鉄 （ （ 株 ） 鐵 原 製 　 硫 酸 第 一 鉄 ・ 四 水 塩 、 Ｆ ｅ 成 分 ； ２ ３ ． ５ ％ 以 上 ） ２ ． ０ 重 量 ％ （ 有
姿 で ３ ． ４ ３ ９ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ
ン ク リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ４ ５ 重 量 ％ に な る
よ う に １ １ ０ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｄ を 得 た （ 実 施
例 ７ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 を 約 ２ ９ 重 量 ％ に な る よ う に ４ １ Ｌ 加 水 す る 他 は 、 実 施
例 ７ と 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し て 得 た 混 合 培 地 を デ ィ ス ク ダ イ 式 ロ ー ル 型 押 出 造 粒 機 （ 型 式
； Ｆ ４ ０ ／ ３ ３ － ３ ９ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 製 、 ダ イ ス ・ ノ ズ ル 径 ； φ ３ ｍ ｍ ） に て 造
粒 し 、 熱 風 温 度 １ ４ ０ ℃ の 流 動 振 動 乾 燥 機 （ 型 式 ； Ｖ Ｄ Ｆ － ６ ０ ０ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株
） 製 ） に て 粒 状 培 地 の 含 有 水 分 率 が 約 １ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 乾 燥 し た 。 乾 燥 し た 粒 状 物
を 篩 い 分 け し 、 粒 度 ２ ～ ６ ｍ ｍ の 粒 状 培 地 Ｄ （ 実 施 例 ８ ） を 得 た 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大
容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 培 地 Ｄ の 最 大 容 水 量 は １ ８ ７ ％ 、 粒 状 培 地 Ｄ の 最 大 容 水 量 は １
１ ８ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
実 施 例 ９ （ 培 地 Ｅ ）
被 覆 複 合 ハ イ コ ン ト ロ ー ル １ ０ ０ ０ （ 被 覆 複 合 肥 料 、 １ ０ ０ ０ 日 タ イ プ 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （
株 ） 製 ） ２ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で ３ ４ ． ２ ６ ４ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率
； ２ ０ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形
分 換 算 で １ ５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ３ ２ ． １ ２ ３ ｋ ｇ ） 、 ピ ー ト モ ス （ ラ メ キ ュ ー 社 製 、 含 有 水
分 率 ； ５ ０ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ３ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ ２ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算
で １ ２ 重 量 ％ （ 有 姿 で ４ １ ． １ １ ７ ｋ ｇ ） 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト （ パ ラ ボ ラ ２ 号 、 日 商 岩 井
ケ ミ カ ル （ 株 ） 製 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ ） ４ ２ ． ５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ７ ２ ． ８ １ ２ ｋ
ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、 イ ン ド ネ シ ア 産 ）
を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ８ ． ８ ２ ７ ｋ ｇ ） 、 り ん 酸 溶 液 （ 三 井 東 圧 （ 株 ） 製
　 Ｐ ２ Ｏ ５ 成 分 ； ３ ２ ％ ） ０ ． ５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ０ ． ８ ５ ７ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ
ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料
の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ５ ０ 重 量 ％ に な る よ う に １ ４ ０ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転
速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｅ を 得 た （ 実 施 例 ９ ） 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大 容 水 量 を 測 定
し た と こ ろ 、 培 地 Ｅ の 最 大 容 水 量 は ２ ５ １ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
実 施 例 １ ０ （ 培 地 Ｆ ）
被 覆 複 合 ハ イ コ ン ト ロ ー ル １ ０ ０ ０ （ 被 覆 複 合 肥 料 、 １ ０ ０ ０ 日 タ イ プ 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （
株 ） 製 ） １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ６ ． ７ ７ ３ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率
； ２ ０ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形
分 換 算 で １ ７ 重 量 ％ （ 有 姿 で ３ ５ ． ６ ４ ３ ｋ ｇ ） 、 ピ ー ト モ ス （ ラ メ キ ュ ー 社 製 、 含 有 水
分 率 ； ５ ０ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ３ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ ２ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算
で １ ４ 重 量 ％ （ 有 姿 で ４ ６ ． ９ ６ ４ ｋ ｇ ） 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト （ パ ラ ボ ラ ２ 号 、 日 商 岩 井
ケ ミ カ ル （ 株 ） 製 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ ） ４ ８ ． ４ 重 量 ％ （ 有 姿 で ８ １ ． １ ８ １ ｋ
ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、 イ ン ド ネ シ ア 産 ）
を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ８ ． ４ ３ ２ ｋ ｇ ） 、 り ん 酸 溶 液 （ 三 井 東 圧 （ 株 ） 製
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　 Ｐ ２ Ｏ ５ 成 分 ； ３ ２ ％ ） ０ ． ６ 重 量 ％ （ 有 姿 で １ ． ０ ０ ６ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ
ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料
の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ５ ０ 重 量 ％ に な る よ う に １ ３ ５ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転
速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｆ を 得 た （ 実 施 例 １ ０ ） 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大 容 水 量 を 測
定 し た と こ ろ 、 培 地 Ｆ の 最 大 容 水 量 は ３ ４ ３ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
比 較 例 １ （ 培 地 Ｇ ）
赤 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 含 有 水 分 率 ； ２ ０ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ～ ４ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０
． ８ ５ ｇ ／ ｍ ｌ ） ５ ０ 容 積 ％ （ 有 姿 で １ ７ ４ ｋ ｇ ） 、 ピ ー ト モ ス （ ラ メ キ ュ ー 社 製 、 含 有
水 分 率 ； ５ ０ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ３ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ ２ ｇ ／ ｍ ｌ ） を ２ ５ 容 積
％ （ 有 姿 で １ ２ ｋ ｇ ） 、 パ ー ラ イ ト （ ネ ニ サ ン ソ ２ 号 、 三 井 金 属 鉱 業 （ 株 ） 製 、 粒 度 ； ２
． ５ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ ３ ｇ ／ ｍ ｌ ） ２ ５ 容 積 ％ （ 有 姿 で １ ４ ｋ ｇ ） と し て
有 姿 で ２ ０ ０ ｋ ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し
た 。 更 に 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ５ ０ 重 量 ％ に な る よ う に ５ ９ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０
ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｇ を 得 た （ 比 較 例 １ ） 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大
容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 培 地 Ｇ の 最 大 容 水 量 は ３ ２ １ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
比 較 例 ２ （ 培 地 Ｈ ）
Ｃ Ｄ Ｕ （ ア セ ト ア ル デ ヒ ド 縮 合 尿 素 、 チ ッ ソ 旭 肥 料 （ 株 ） 製 ） ２ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で ３ ７ ．
０ ８ ７ ｋ ｇ ） 、 熔 成 り ん 肥 （ 粒 度 ； ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 南 九 州 化 学 工 業 （ 株 ） 製 ） ５
０ 重 量 ％ （ 有 姿 で ９ ２ ． ７ １ ８ ｋ ｇ ） 、 珪 酸 加 里 （ 細 粒 品 、 開 発 肥 料 販 売 （ 株 ） 製 ） １ ．
５ 重 量 ％ （ 有 姿 で ２ ． ７ ８ ２ ｋ ｇ ） 、 ヤ シ ガ ラ （ コ イ ア ダ ス ト 、 含 有 水 分 率 ； ２ ０ 重 量 ％
、 粒 度 ； ４ ～ ６ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． １ １ ｇ ／ ｍ ｌ 、 ス リ ラ ン カ 産 ） を 固 形 分 換 算 で ７ 重
量 ％ （ 有 姿 で １ ６ ． ２ ２ ６ ｋ ｇ ） 、 黒 玉 土 （ （ 株 ） ソ イ ー ル 製 、 含 有 水 分 率 ； ３ ５ 重 量 ％
、 粒 度 ； ２ ～ ４ ｍ ｍ 品 、 嵩 比 重 ； ０ ． ８ ５ ｇ ／ ｍ ｌ ） を 固 形 分 換 算 で ９ ． ５ 重 量 ％ （ 有 姿
で ２ ７ ． １ ０ ２ ｋ ｇ ） 、 炭 （ ソ ノ 炭 、 含 有 水 分 率 ； ９ 重 量 ％ 、 粒 度 ； ２ ｍ ｍ ア ン ダ ー 品 、
イ ン ド ネ シ ア 産 ） を 固 形 分 換 算 で １ ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で ２ ０ ． ３ ７ ７ ｋ ｇ ） 、 硫 酸 第 一 鉄 （
（ 株 ） 鐵 原 製 　 硫 酸 第 一 鉄 ・ 四 水 塩 、 Ｆ ｅ 成 分 ； ２ ３ ． ５ ％ 以 上 ） ２ ． ０ 重 量 ％ （ 有 姿 で
３ ． ７ ０ ９ ｋ ｇ ） と し て 有 姿 で ２ ０ ０ ｋ ｇ 仕 込 み 、 内 部 容 量 が １ ０ ０ ０ Ｌ の 羽 付 き コ ン ク
リ ー ト ミ キ サ ー に 投 入 し た 。 更 に 、 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 が 約 ４ ０ 重 量 ％ に な る よ う
に １ ０ ０ Ｌ 加 水 し て 、 １ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ ０ 分 間 混 合 し 、 培 地 Ｈ を 得 た （ 比 較 例 ２
） 。 前 述 の 測 定 方 法 で 最 大 容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 培 地 Ｈ の 最 大 容 水 量 は ８ ６ ％ で あ っ
た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
比 較 例 ３ （ 粒 状 培 地 Ｅ ）
実 施 例 ９ の 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 を 約 ３ ０ 重 量 ％ に な る よ う に ４ ５ Ｌ 加 水 す る 他 は 、
実 施 例 ９ と 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し て 得 た 混 合 培 地 を デ ィ ス ク ダ イ 式 ロ ー ル 型 押 出 造 粒 機 （
型 式 ； Ｆ ４ ０ ／ ３ ３ － ３ ９ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 製 、 ダ イ ス ・ ノ ズ ル 径 ； φ ３ ｍ ｍ ） に
て 造 粒 し 、 熱 風 温 度 １ ４ ０ ℃ の 流 動 振 動 乾 燥 機 （ 型 式 ； Ｖ Ｄ Ｆ － ６ ０ ０ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル
（ 株 ） 製 ） に て 粒 状 培 地 の 含 有 水 分 率 が 約 １ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 乾 燥 し た 。 乾 燥 し た 粒
状 物 を 篩 い 分 け し 、 粒 度 ２ ～ ６ ｍ ｍ の 粒 状 培 地 Ｅ （ 比 較 例 ３ ） を 得 た 。 前 述 の 測 定 方 法 で
最 大 容 水 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 粒 状 培 地 Ｅ の 最 大 容 水 量 は １ ８ ６ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
比 較 例 ４ （ 粒 状 培 地 Ｆ ）
実 施 例 １ ０ の 原 料 の ト ー タ ル 含 有 水 分 率 を 約 ３ ０ 重 量 ％ に な る よ う に ４ ０ Ｌ 加 水 す る 他 は
、 実 施 例 １ ０ と 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 し て 得 た 混 合 培 地 を デ ィ ス ク ダ イ 式 ロ ー ル 型 押 出 造 粒
機 （ 型 式 ； Ｆ ４ ０ ／ ３ ３ － ３ ９ ０ 、 不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 製 、 ダ イ ス ・ ノ ズ ル 径 ； φ ３ ｍ ｍ
） に て 造 粒 し 、 熱 風 温 度 １ ４ ０ ℃ の 流 動 振 動 乾 燥 機 （ 型 式 ； Ｖ Ｄ Ｆ － ６ ０ ０ ０ 、 不 二 パ ウ
ダ ル （ 株 ） 製 ） に て 粒 状 培 地 の 含 有 水 分 率 が 約 １ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 乾 燥 し た 。 乾 燥 し
た 粒 状 物 を 篩 い 分 け し 、 粒 度 ２ ～ ６ ｍ ｍ の 粒 状 培 地 Ｆ （ 比 較 例 ４ ） を 得 た 。 粒 状 培 地 Ｆ の
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最 大 容 水 量 は ２ ３ ３ ％ で あ っ た 。
培 地 、 粒 状 培 地 の 諸 特 性 （ 最 大 容 水 量 、 Ｅ Ｃ 、 ｐ Ｈ ） と 、 こ れ ら 培 地 を 用 い た マ ッ ト 植 物
育 成 時 の 灌 水 頻 度 、 及 び 緑 化 施 工 時 の 資 材 省 略 可 否 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ５ ２ 】
表 １ か ら 、 緩 効 性 肥 料 と 保 水 材 を 含 有 す る 培 地 に お い て 、 培 地 の 最 大 容 水 量 が １ ０ ０ ～ ５
０ ０ の 範 囲 に あ る 培 地 ま た は 粒 状 培 地 （ 実 施 例 １ ～ １ ０ ） は 、 十 分 な 吸 水 保 水 特 性 と 施 工
後 に 必 要 な 肥 料 成 分 を 含 有 し て い る こ と か ら 、 マ ッ ト 植 物 育 成 時 の 灌 水 頻 度 が 比 較 的 少 な
く 、 ま た 、 緑 化 施 工 時 の 資 材 で あ る 水 分 調 節 基 盤 材 や 基 肥 の 省 略 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 培
地 の Ｅ Ｃ が ２ ． ０ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ を 超 え る 培 地 Ｄ ま た は 粒 状 培 地 Ｄ （ 実 施 例 ７ 、 ８ ） は 、 マ ッ
ト 植 物 の 種 類 に よ っ て は 育 成 の 障 害 が で る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
粒 状 培 地 の う ち 、 化 学 的 に 溶 解 度 が 緩 効 性 で あ る 緩 効 性 肥 料 で は な く 、 物 理 的 に 溶 出 速 度
を 調 整 し た 緩 効 性 被 覆 肥 料 を 用 い た 粒 状 培 地 Ｅ 、 Ｆ （ 比 較 例 ３ 、 ４ ） は 、 造 粒 時 に 被 覆 肥
料 の 被 膜 が 破 壊 さ れ 、 内 部 の 肥 料 成 分 が 溶 出 し て き た と 考 え ら れ 、 Ｅ Ｃ が ５ ． ０ ｍ Ｓ ／ ｃ
ｍ を 超 え て お り 、 マ ッ ト 植 物 用 粒 状 培 地 と し て は 不 適 合 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 粒 状 一 体 化 し て い な い 培 地 Ａ 、 培 地 Ｂ 、 培 地 Ｃ 、 培 地 Ｄ （ 実 施 例 １ 、 ３ 、 ５ 、 ７ ）
に お い て 、 製 品 水 分 率 が 低 い 場 合 、 撥 水 性 が 発 現 し 吸 水 し 難 い た め 、 製 品 水 分 率 を ４ ０ ～
５ ０ ｗ ｔ ％ と し て い る 。 こ の た め 、 ｐ Ｈ の 経 時 変 化 （ 製 造 直 後 と ３ ヵ 月 後 の ｐ Ｈ ） が 比 較
的 大 き く な る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
一 方 、 粒 状 一 体 化 し た 粒 状 培 地 Ａ 、 粒 状 培 地 Ｂ 、 粒 状 培 地 Ｃ 、 粒 状 培 地 Ｄ （ 実 施 例 ２ 、 ４
、 ６ 、 ８ ） は 、 製 品 水 分 率 を 低 く し て も 撥 水 性 が 発 現 し な い た め 、 製 品 水 分 率 を １ ０ ｗ ｔ
％ 程 度 ま で 下 げ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 ｐ Ｈ の 経 時 変 化 （ 製 造 直 後 と ３ ヵ 月 後 の
ｐ Ｈ ） が ほ と ん ど な く 、 製 造 後 の 長 期 保 管 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の マ ッ ト 植 物 用 培 地 ま た は 粒 状 培 地 を マ ッ ト 植 物 専 用 の 培 地 と し て 用 い て 育 成 し た
場 合 に は 、 育 成 時 の 灌 水 頻 度 を 抑 え ら れ 、 か つ 、 マ ッ ト 植 物 を 用 い た 緑 化 施 工 に お い て 、
水 分 調 節 基 盤 材 や 基 肥 の 省 略 が 可 能 で あ り 、 従 来 非 常 に 手 間 の か か る 屋 上 等 の 緑 化 が 手 軽
に 施 工 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 最 大 容 水 量 の 測 定 装 置 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
ａ 　 容 水 量 目 皿
ｂ 　 容 積 重 円 筒
ｃ 　 蓋
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【 図 １ 】
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